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大阪大学OCW 

竹村治雄　（大阪大学サイバーメディアセンター） 

岸野文郎　（大阪大学情報科学研究科）


大阪大学オープンコースウェア（OCW）  


  2005年5月13日から公開を開始 
  日本オープンコースウェア連絡会発足と同時 

 現在、公開5年目 
 当初は大阪大学サイバーメディアセンターが、独自にサ
イト構築と運営を実施 

 大阪大学本部、教育・情報室での議論を経て、2006年
1月より、全学規模e-Learning 環境基盤整備事業の一
環として、大阪大学CMCがサイトの維持・運営を担当 

大阪大学OCWの現状


 現在の公開コースは38 
 映像素材は6コースで20本程度存在 

  動画は様々な形式が存在 

  シラバス、講義日程等の情報に加えて以下のいずれか
の内容を含む 

  講義資料（パワーポイントファイル）をPDF化したもの 
  オンライン学習教材（Flash等で作成されたもの） 
  講義用インタラクティブ教材 

講義資料リストの例




09.9.10


2


公開教材の例
 映像コンテンツの例（２）


月別VIST数（１年間）
 VISIT数の推移
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CMS利用状況の推移
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アクセスの多い講義


大阪大学OCWの位置づけ  


 社会貢献事業の一つ 
  e-Learning 基盤構築のための理由の一つ 

  教育・情報室内の情報基盤委員会内に設けられた教育情
報化WG　において方針を決定する。 

  情報基盤委員会においてアクセス状況などの報告を実施中 
  情報基盤委員長が全学に教材推薦を依頼 

COW教材を増やすには？  


 全学的な呼びかけ 
  全学に講義提供の依頼をしてもあまり集まらない 
  個別に依頼するとうまくいく場合もある 

 公開できる素材を増やす 
  動画コンテンツを今後増やす方向で検討中 

 講義映像の収録環境の構築 

  CMS上に教材を集めてくる　 
  STSによる教材作成支援 
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今後の課題


 CMSからの教材の移行 
 学内認知度の向上 
 学内他システムとの連携 

  シラバスシステム 
  機関リポジトリ（OUKA) 

 映像収録スタッフの確保 

大学教育のグローバル化に対応したＦＤ支援事業


最新の教授法を利用した

講義能力の向上


教員の英語コミュニケーション

能力の向上


教育の情報化(ICT利活用）

能力の向上


教育・情報室

本事業による
FD の実施


サイバーメディアセン

ター・情報推進部

ICT を活用
した学習
環境
の

提供


留学生センター

大学教育実践センター

学習者中心教授法の教材

開発、
FDWS 開催


教材作成ユニット

教員向け英語FD教材の開発


大学
教育実践
センター

教育効果測定と授業の継

続的改善


大学教育のグローバル化



